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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。 本冊子は12,000部作成し1部あたりの単価は231円です。

発行＝宮城県（産業人材対策課）
編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社

広告

次号予告 オガーレ！ACE Vol.16は､2018 年 3 月10日発行予定です。

ものづくりマイスター制度

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

学びの環境づくりから未来の人材育成へ！

若者が安心して技術を習得できるように 「目
の高さを同じにした」 指導を心掛けていま
す。指導する側が、その人の現状を見極め、
レベルに合った課題を与えています。課題
をクリアした成功体験が、技術向上の意欲
を生むからです。

【指導内容】　技能競技大会の課題または技能検定の実技課題等
を活用した実技指導

【指導期間】　１人最大20回まで（１回３時間まで）
【費　　用】　マイスターに対する謝金、旅費、材料費【上限2,160

円／人（税込）】は、宮城県技能振興コーナーが負担
します。

【これまでの受け入れ職種】
建築大工、建築板金、機械検査、プラスチック成形、機械加工（平
面研削盤、旋盤、フライス盤　等）

ものづくりマイスターが
若手社員に実技指導

応募は随時受け付けております

昨年度、今年度と２年にわたり、ものづくりマイスター
が株式会社青木製作所若林研修所（白石市）を訪れ、
機械加工（普通旋盤・円筒研削盤・フライス盤）の実
技指導を行いました。
この日は、安達克夫マイスターが同研修所を訪れ、技
能五輪全国大会出場を目指す上西智樹さんに、普通旋
盤のノウハウを伝授しました。

まずは、
宮城県技能振興コーナー

までお問い合わせください。
TEL.022-727-5380
FAX.022-727-5381

一つ一つ課題をクリアしながら、レベルを
上げていくマイスターの指導によって、若
手社員のスキルがみるみる上達していく様
子に驚いています。熟練技術者が手加工で
培ってきたセンスは、ＮＣ工作機械が普及す
る現在の製造現場においても求められてい
ることをあらためて感じました。今後もこ
の制度を活用していきたいです。

株式会社青木製作所宮城工場 副工場長　古山 茂和さん

マイスタ
ー

の声 ものづくりマイスター　安達 克夫先生

宮城県技能振興コーナー

去年は、技能検定２級（普通旋盤）の練習のときに指導して
いただきました。就職するまで旋盤を扱った経験がなかった
ので、とても不安でしたが、安達マイスターから丁寧に教え
ていただいたおかげで、無事に課題をクリアすることができ
ました。今年は、技能五輪出場を目指して県予選に出場し、
普通旋盤の部で最優秀賞をいただきました。練習では苦労し
たときもありましたが、こうして実績を積むことができたの
で、マイスターにはとても感謝しています。

気さくなマイスターの
丁寧な指導のおかげで
自信をつけることができました。

若林研修所　上西 智樹さん

副工場長
の声

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

        仕事図鑑

新規立地企業
ものづくりにかける

特集

技の肖像
張子師
本郷 久孝さん

有限会社白石木工
report 技能士を育てる。

専門学校 花壇自動車大学校

大屋 智美さん

あすを拓く

有限会社大成工業

戸田 真由美さん

みやぎものづくり女子

と　　 だ ま　　 ゆ　　 み

おお　　や とも　　み

ほん　  ごう ひさ　 たか

2017.1215Vol.



オガーレ

張子師
技の肖像
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製造
株式会社コバヤシ　東北工場

宮岡 和正さん

［CASE.1］

製造
メルコジャパン株式会社

真壁 好貴さん

［CASE.2］

製造
ポラテック東北株式会社　東北工場

伊藤 一茂さん

［CASE.3］

製造
株式会社東北フジパン　仙台工場

竹花 英朗さん

［CASE.4］
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大屋 智美さん

専門学校 花壇自動車大学校
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宮
城
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
取
組
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
ん
だ
ろ
う
？

ものづくり産業広報誌
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有限会社白石木工
report 技能士を育てる。

み や お か か ず ま さ

い   と う か ず し げ

ま  か べ よ し  た か

た け は な ひ で あ き

　
平
成
23
年
に
宮
城
県
が
策
定
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
創
造

的
復
興
の
道
筋
を
示
す
「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
復
興

を
達
成
す
る
ま
で
の
期
間
を
お
お
む
ね
10
年
間
と
し
、
計
画
期
間

を
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
区
分
し
て
い
ま
す
【
下
図
】。

　
今
年
度
は
、「
再
生
期
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
も
の
づ
く

り
産
業
の
復
興
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
企
業
誘
致
活
動
で
あ
り
、
自
動
車
関
連
産
業
や

高
度
電
子
機
械
産
業
を
は
じ
め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
医
療
、

航
空
宇
宙
関
連
産
業
な
ど
の
集
積
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
外
か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
企
業
が
新
し
い
産
業
分
野
と
の
取
引

を
拡
大
し
た
り
、
新
規
参
入
し
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
企
業
誘
致
に
よ
っ
て
県
内
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
復

興
と
発
展
が
加
速
す
る
も
の
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
年
間
の「
再
生
期
」
を
設
定
し

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
を
目
指
す

　
こ
れ
ま
で
宮
城
県
で
は
、
工
業
団
地
の
造
成
、
仙
台
空
港
お
よ

び
仙
台
塩
釜
港
に
接
続
す
る
高
速
道
路
網
の
建
設
な
ど
、
企
業
誘

致
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
工
業
用
地
や
物
流
基
盤
の
整
備
は
、
事
業
再
開
を

目
指
す
被
災
企
業
の
復
興
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
立
地
や
被
災
者
雇
用
な
ど
を
行
っ
た
企
業
に
対
す

る
税
制
優
遇
制
度
や
奨
励
金
・
補
助
金
制
度
な
ど
を
設
け
、
財
政

面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
産
学
官

連
携
に
よ
る
新
し
い
技
術
や
製
品
づ
く
り
、
人
材
確
保
や
人
材
育

成
な
ど
の
支
援
体
制
を
作
り
、
ソ
フ
ト
面
で
も
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宮
城
県
で
は
も
の
づ
く
り
産
業
の
さ
ら
な
る
復

興
を
促
し
、
平
成
30
年
度
の
「
発
展
期
」
に
つ
な
げ
て
行
く
た
め
、

多
方
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し

企
業
誘
致
を
後
押
し
す
る

　
経
済
産
業
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
宮
城
県
内
で
新
た
に
立
地

し
た
工
場
の
数
は
、
震
災
前
か
ら
横
ば
い
に
推
移
し
、
平
成
25
年
に

一
旦
落
ち
込
み
ま
し
た【
グ
ラ
フ
】。し
か
し
、
翌
年
か
ら
沿
岸
地
域

で
水
産
加
工
団
地
の
整
備
が
完
了
し
、
工
場
の
立
地
が
進
ん
だ
ほ

か
、
自
動
車
関
連
産
業
の
進
出
な
ど
に
よ
り
新
規
立
地
件
数
は
増

加
に
転
じ
、
28
年
に
は
47
件
と
最
多
に
な
り
ま
し
た
。全
国
に
占
め

る
割
合
も
、
26
年
以
降
増
加
を
続
け
、28
年
に
は
４
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、こ
の
年
の
全
国
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す【
表
】。

　
ま
た
、
新
設
工
場
の
う
ち
、
県
外
資
本
の
企
業
が
占
め
る
割
合

は
、
新
設
が
少
な
か
っ
た
25
年
を
除
き
約
３
〜
６
割
を
占
め
、
県
外

企
業
の
立
地
が
、
宮
城
県
の
工
場
新
設
の
底
上
げ
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す【
グ
ラ
フ
】。

　
今
号
で
は
、
県
外
か
ら
新
た
に
立
地
し
た
工
場
で
働
く
人
た
ち

の
仕
事
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

も
の
づ
く
り
産
業
の
復
興
と
発
展
を

支
え
る
県
外
か
ら
の
立
地
企
業

お お  や

戸田 真由美さん

有限会社大成工業
みやぎものづくり女子 

と 　 だ ま 　 ゆ 　 み

と も  み

本郷 久孝さん
ほ ん ご う ひ さ た か

【グラフ】

宮城県の新設工場立地件数の推移
※電気業を除く製造業
参考：経済産業省「平成 28年（1月～ 12月期）における工場立地動向調査について（速報）」

【表】

平成 28年新設工場立地数ランキング
※電気業を除く製造業
参考：経済産業省「平成 28年（1月～ 12月期）における工場立地動向調査について（速報）」

ものづくり産業復興の方向性と具体的取組
参考：宮城県「みやぎ企業立地ガイド2017」

※工場立地件数：製造業・ガス業・熱供給業の工場等の事業用地（1000m2 以上）の取得件数のこと（借地を含む）
※県外資本企業：県外に本社がある企業、県外に親企業の本社があり現地に設立した別法人企業のこと
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順位 県名 立地数 シェア 順位 県名 立地数 シェア

1 静岡県 74（件） 7.4（％） 6 岐阜県 41 4.1 

2 愛知県 66 6.6 7 茨城県 40 4.0 

3 群馬県 56 5.6 8 新潟県 39 3.9 

4 兵庫県 55 5.5 9 長野県 35 3.5 

5 宮城県 47 4.7 10 埼玉県 32 3.2 
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定
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

機
械
の
ク
セ
を
見
極
め
て
、
問
題
が
発
生
す
る
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
宮
岡
さ
ん
は
話
し
た
。

研
究
開
発
分
野
か
ら
の
転
身

製
造
分
野
の
現
場
感
覚
を
実
感
す
る

　

宮
岡
さ
ん
は
２
０
１
５
年
に
入
社
し
、
茨
城
県

に
あ
る
同
社
の
主
力
工
場
で
、
１
年
間
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
の
技
術
を
学
ん
だ
。
大
学
院
で
工
学

に
つ
い
て
研
究
し
、
修
了
後
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

な
ど
に
使
わ
れ
る
素
材
メ
ー
カ
ー
で
研
究
開
発
に

携
わ
っ
て
い
た
宮
岡
さ
ん
に
と
っ
て
、
転
職
先
の

製
造
現
場
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
研
究
開
発
分
野
と
違
い
、
製
造
現
場
は
問
題

が
目
の
前
で
起
こ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
対
処
し
て
解

決
し
な
い
と
、
ラ
イ
ン
を
長
時
間
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
作
業
は
時
間
と
の

闘
い
で
す
」

　

成
形
工
程
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
金
型
の
中
な
ど
目

に
見
え
な
い
部
分
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
す

ぐ
に
原
因
を
突
き
止
め
る
の
が
難
し
い
と
い
う
。

想
定
さ
れ
る
原
因
を
一
つ
一
つ
洗
い
出
し
検
証
し

て
い
く
こ
と
は
、
根
気
が
必
要
な
作
業
だ
が
、
こ

れ
ま
で
大
学
院
や
前
の
職
場
で
培
っ
た
研
究
開
発

の
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
宮
岡
さ
ん
は
、

「
試
行
錯
誤
し
て
新
た
な
原
因
を
見
つ
け
た
り
課

題
を
解
決
し
た
り
す
る
過
程
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
淡
々
と
語
っ
た
。　

　

こ
う
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
技
術
と
知
識

を
学
ん
だ
宮
岡
さ
ん
は
２
０
１
６
年
、
東
北
工
場

の
完
成
に
合
わ
せ
て
宮
城
県
に
異
動
し
、
製
造
部

門
の
現
場
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る

　
「
完
成
し
た
ば
か
り
の
工
場
で
仕
事
や
機
械
の

立
ち
上
げ
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
そ
う
そ
う

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
幸
運
に
も
そ
の
瞬

間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
宮

岡
さ
ん
。
工
場
で
最
初
の
製
品
が
完
成
し
た
時
は
、

「
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

同
工
場
で
は
、
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
地
元
で
従

業
員
を
採
用
し
、
宮
岡
さ
ん
が
所
属
す
る
グ
ル
ー

２
０
１
６
年
に
稼
働
し
た
東
北
工
場
で

成
形
工
程
の
現
場
を
指
揮
す
る

　

工
場
内
に
あ
る
資
材
倉
庫
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
の
成
形
に
使
う
樹
脂
シ
ー
ト
の
ロ
ー
ル
が
整

然
と
並
ん
で
い
る
。
そ
の
間
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き

な
が
ら
宮
岡
和
正
さ
ん
は
、
ロ
ー
ル
の
数
を
慎
重

に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
。

　
「
１
本
の
ロ
ー
ル
で
数
万
個
の
容
器
を
作
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
私
た
ち
の
会
社
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
原
料
と
な
る
樹
脂
の
配
合
も
行
っ

て
い
て
、
こ
の
樹
脂
シ
ー
ト
は
東
北
工
場
で
製
造

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
宮
岡
さ
ん
は
教
え
て
く

れ
た
。

　

株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
は
、
食
品
用
の
容
器
や
包

装
材
を
は
じ
め
、
農
業
・
工
業
・
医
療
分
野
な
ど

幅
広
い
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。
１
９
５
８
年
に

独
自
の
配
合
技
術
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
液
状

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
「
コ
バ
ゾ
ー
ル
」
は
、
加
工
し
や

す
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
玩
具

や
雑
貨
、
工
業
用
部
品
な
ど
を
手
掛
け
る
国
内
外

の
メ
ー
カ
ー
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

東
北
工
場
は
、
２
０
１
６
年
に
稼
働
し
た
ば
か

り
の
新
し
い
工
場
で
、
東
北
地
方
で
販
売
さ
れ
る

豆
腐
や
冷
菓
の
容
器
、
ド
リ
ン
ク
カ
ッ
プ
な
ど
を

製
造
す
る
。
宮
岡
さ
ん
は
、
加
熱
し
た
樹
脂
シ
ー

ト
を
金
型
で
プ
レ
ス
し
て
容
器
を
成
形
す
る
工
程

の
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
成
形
機
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
な
が
ら
、
工
程
が
順
調
に
進
行

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
工
場
が
動
き
出
し
て
ま
だ
２
年
目
。
想

独自の配合技術と加工技術で
多種多様なプラスチック製品を生み出す
製造

宮
み や

岡
お か

 和
か ず

正
ま さ

さん（30 歳）
株式会社コバヤシ　東北工場（大和町）
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所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企業情報

株式会社コバヤシ
／本社：東京都台東区浅草橋 3-26-5
　東北工場：黒川郡大和町テクノヒルズ 52
　TEL 022-725-2588
　FAX 022-725-2508 
　https://www.kbjapan.co.jp/
／小林　達夫
／ 8,000 万円
／1952 年 5 月
／ 55 人（東北工場：2017 年 12 月現在）
／合成樹脂の原料および材料の販売、食品・農業・工業・

宣伝広告用プラスチック製品の製造販売、合成樹脂加工
機械・金型の販売および賃貸、医療機器の製造・販売・
賃貸および研究開発　他

新
し
い
工
場
で
仲
間
と
と
も
に

成
長
し
続
け
て
い
き
た
い

プラスチック容器の材料の樹脂シートを保管する倉庫で、シートの在庫を確認する宮岡和正さん

宮城県で生まれた新素材 Reseam ST®

石油系材料の代替を目的に開発
　石油などの化石資源は燃焼することで大気中に CO2 を排出す
るのに対して、植物由来の材料は 「カーボンニュートラル※」 の
考え方に基づき、燃焼させても大気中の CO2 の増減に影響を与
えないとされています。
　そこで、同社は宮城県産業技術総合センター、山形大学大学
院理工学研究科との共同研究により、トウモロコシのでんぷん
を使用した新素材 「Reseam ST®」 を開発しました。
※植物由来のバイオマス燃料などは、燃やして排出される CO2 と植物が成長する上で吸収する

CO2 が同じ量であるという概念のこと

環境負荷の低減を実現
　同社で長年蓄積された配合のノウハウを生かし、これまで十
分に混ぜることが難しいとされた、でんぷんと汎用樹脂から従
来のプラスチックと同程度の性能を持った複合材料を開発。従
来の汎用樹脂に比べ、燃焼時に発生する CO2 排出量を、実質約
60％削減することに成功しました。
　この実績が、日本が国連に提出している温室効果ガスの排出
削減・抑制目標の推進に貢献していると、日本バイオマス製品
推進協議会から証明書が送られました。

Reseam ST® は汎用樹脂と同等の成形性を持ち、土産用の菓子トレー・
容器・食器など様々な用途で使用されている

宮城県内のイベントで使われた食器。東北・みやぎ復興マラソン 2017 で
開催された復興マルシェでは 「むすび丸」 が（左）、第 11 回和牛能力共進
会宮城大会では 「牛政宗」 がデザインされた（右）
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プ
で
は
上
司
を
除
き
、
メ
ン
バ
ー
は
す
べ
て
地
元

出
身
者
が
占
め
て
い
た
。

　
「
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
長
く
工
場
勤
め
を
経

験
し
て
き
た
人
た
ち
も
い
て
、
作
業
の
進
め
方
を

指
示
す
る
上
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
染
み
つ

い
た
文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
私
よ
り
年

上
の
人
が
多
く
、
遠
慮
し
て
指
示
や
意
見
を
言
い

出
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
宮
岡
さ
ん
は
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

伝
え
た
い
指
示
や
改
善
点
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

説
明
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。
ま
た
誰
に
対
し
て

も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
メ

ン
バ
ー
一
人
一
人
の
性
格
や
作
業
の
進
め
方
、
得

意
分
野
な
ど
を
把
握
し
て
い
っ
た
。

　
「
現
場
で
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
流
れ

作
業
で
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
十

分
に
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、
良
い
製
品
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
」
と
宮
岡
さ
ん
は
話
し
た
。

地
域
に
根
付
き
発
展
を
目
指
す
東
北
工
場
で

自
分
自
身
の
成
長
を
心
に
誓
う

　

今
で
は
一
般
的
と
な
っ
た
納
豆
用
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
は
、
同
社
が
桃
や
り
ん
ご
の
輸
送
用

資
材
に
使
う
材
料
を
も
と
に
開
発
し
た
製
品
で
、

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。
豆
腐
用
の

容
器
も
木
綿
豆
腐
や
絹
ご
し
豆
腐
の
ほ
か
、
豆
乳

か
ら
作
る
充
填
豆
腐
な
ど
幅
広
い
商
品
を
カ
バ
ー

す
る
主
力
製
品
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
こ
の
工
場
で
も
様
々
な
豆
腐
の
容
器
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
や
製
法
の
違
い
に
よ
っ

て
容
器
に
使
用
す
る
樹
脂
シ
ー
ト
の
配
合
や
厚
み

が
違
う
た
め
、
絶
対
に
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を

配
っ
て
い
ま
す
」

　

宮
岡
さ
ん
は
、
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
豆
腐
や
納
豆
が
実
際
に
販
売
さ
れ

て
い
る
様
子
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

工
場
で
作
ら
れ
た
容
器
に
中
身
が
入
り
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
並
ぶ
姿
を
見
か
け
る
と
、「
自

分
の
仕
事
に
対
す
る
達
成
感
と
や
り
が
い
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
す
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
た
。

　

同
工
場
は
、
今
後
も
採
用
し
た
地
元
人
材
を
育

成
し
な
が
ら
、
徐
々
に
生
産
す
る
製
品
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
製
造
現

場
を
ま
と
め
る
宮
岡
さ
ん
が
果
た
す
役
割
は
、
さ

ら
に
重
要
に
な
る
。

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
技
術
や
成
形
機
の
特

性
、
人
が
働
き
や
す
い
現
場
づ
く
り
な
ど
、
私
が

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
て
、
知
識

の
幅
を
広
げ
た
い
で
す
」と
話
す
宮
岡
さ
ん
。「
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
や
こ
れ
か
ら
入
社
し
て
く
る

後
輩
た
ち
と
と
も
に
工
場
を
盛
り
立
て
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

独自の配合技術と加工技術で
多種多様なプラスチック製品を生み出す
製造

宮岡 和正さん（30 歳）
株式会社コバヤシ　東北工場（大和町）
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入
社
３
年
目
と
い
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の
仕
事
の
こ
と
で
精

一
杯
と
い
う
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
宮
岡
君
は
自
ら
の
ス

キ
ル
を
磨
き
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
様
子
に
も
気
を
配
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、「
み
ん
な
で
協
力
し
て
良
い
製
品
を
作
り
上
げ

て
行
く
ん
だ
」
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
も
の
づ
く
り
と
向
き
合

う
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
な
あ
と
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
対
し
て
も
冷
静
に
判
断
し
て
、
慎
重
に
物
事
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
点
も
大
変
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

彼
に
は
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
持
ち
前
の
慎
重
さ
ゆ
え
に
「
石
橋
を
た
た
き

す
ぎ
る
」
面
が
た
び
た
び
見
ら
れ
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
今

後
大
き
な
決
断
が
求
め
ら
れ
る
場
面
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で
、
冷
静
さ
と
大
胆
さ
を

兼
ね
備
え
た
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
、
東
北
工
場
を
牽

引
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

周
囲
へ
の
気
配
り
と
冷
静
な
判
断
力
を
評
価

大
胆
な
舵
取
り
も
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て

製造部　製造２課
課長

牧野 寛士さん

上司 に
聞
く

12:00

昼
食

愛
妻
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る

12:40

デ
ス
ク
ワ
ー
ク

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
機
械
の
保
全

チ
ェ
ッ
ク
表
な
ど
を
ま
と
め
る

作
業
の
合
間
に
翌
日
に
使
用
す
る
成
形
機
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
金
型
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

16:00

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

17:00

終
業

15:00

成
形
機
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
午
後
）

8:30

製
造
開
始

製
造
ラ
イ
ン
を
回
り
な
が
ら
異
常
や
不
具
合
が
な
い
か
確

認
す
る

8:00

朝
礼

課
ご
と
に
集
ま
り
、
そ
の
日
の
人
員
の
配
置
や
作
業
内
容

を
共
有
す
る
。
そ
の
後
、
現
場
で
機
械
の
立
ち
上
げ
を

行
う

11:30

検
品

製
品
を
抽
出
し
て
仕
様
通
り
に
出
来
て
い
る
か
確
か
め
る

10:00

成
形
機
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
午
前
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
自
動
で
成
形
を
行
う
機

械
に
、
設
定
温
度
な
ど
の
数
値
を
入
力
す
る

宮
岡 

和
正
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

社
会
人
に
な
っ
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と

は
、
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

ど
ん
な
職
種
に
就
い
て
も
勉
強
の
毎
日

で
し
ょ
う
し
、
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
が

な
い
と
自
分
自
身
の
成
長
は
見
込
め
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
生
の
時
、「
今
勉
強
し
て
い

る
こ
と
っ
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
使
う

こ
と
が
あ
る
の
か
な
」
と
感
じ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
実
際
に
社
会

人
に
な
り
、
入
社
試
験
を
受
け
る
場
合

や
資
格
を
取
る
場
合
に
、
数
学
や
英
語

な
ど
高
校
で
学
ん
だ
知
識
が
と
て
も
役

に
立
ち
ま
し
た
。

　

今
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
「
分
か
ら

な
い
」「
興
味
が
な
い
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
決
し
て
学
ぶ
こ
と
を
あ
き
ら
め

な
い
で
く
だ
さ
い
。
努
力
し
て
き
た
こ

と
は
、
絶
対
に
裏
切
り
ま
せ
ん
。
勉
強

を
頑
張
っ
て
新
し
い
知
識
が
増
え
れ
ば
、

進
路
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
後
々
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

2016 年４月に竣工した東北工場。同社は東日本大震災復興支援の一環と位
置付け、東北工場の整備を 2013 年から進めてきた

完成した容器を検品する。傷や汚れなどがないか入念
に確かめる

できるだけ現場から離れないようにするため、デスクワー
クは、持ち場の一角にあるスペースで行う

プラスチック容器の成形機を操作する。操作パネルに
必要な数値を入力すると自動で成形が始まる

ドリンクカップの検品の様子。器具を使って寸法のズレ
や形状のゆがみなどがないかチェックする

始業前にグループのメンバーが集まり朝礼を行う。リー
ダーの宮岡さん（左から２人目）が連絡事項を伝える

成形機のメンテナンスに立ち会う。メンテナンスの担当
者（左）から作業状況について報告を受ける
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図
面
や
機
械
加
工
の
状
況
か
ら

適
切
な
加
工
条
件
を
判
断
す
る

　

現
在
、真
壁
さ
ん
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、パ
ー

ツ
を
組
み
立
て
溶
接
し
た
製
品
の
表
面
を
削
り
形

状
を
整
え
た
り
、
穴
を
開
け
た
り
す
る
「
２
次
加

工
」
と
呼
ば
れ
る
工
程
だ
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
工
具
の
移
動
距
離
や
速
度
の

数
値
を
あ
ら
か
じ
め
入
力
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
で
加
工
を
行
う
「
Ｎ
Ｃ
加
工
機
」
を
使
っ
て
、

図
面
通
り
の
寸
法
に
仕
上
げ
て
い
く
。
そ
の
時
に

入
力
す
る
加
工
条
件
が
「
製
品
の
良
し
悪
し
を
左

右
す
る
」
と
真
壁
さ
ん
は
話
す
。

　

例
え
ば
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
表
面
を
切
削
す
る
作

業
で
は
、
一
度
に
削
る
量
を
大
き
く
す
る
と
、
工

具
と
ス
テ
ン
レ
ス
の
間
に
振
動
が
生
ま
れ
、
加
工

面
に
「
ビ
ビ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
波
状
の
跡
が
残
っ

て
し
ま
う
と
い
う
。

　
「
高
品
質
の
製
品
を
効
率
よ
く
作
る
た
め
、
図

面
を
確
認
し
な
が
ら
最
適
な
加
工
条
件
を
割
り
出

し
ま
す
。
組
み
立
て
や
溶
接
が
済
ん
で
い
る
２
次

加
工
で
は
、
加
工
ミ
ス
に
よ
っ
て
そ
の
製
品
が
使

い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
機
械
が
加
工
を
し
て
い
る
最
中

で
も
、
ス
テ
ン
レ
ス
が
削
ら
れ
る
音
や
キ
リ
コ
の

量
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
加
工
条
件
を
微
調
整
し

て
い
る
ん
で
す
」

　

真
壁
さ
ん
が
操
る
加
工
機
は
、高
さ
４
・
５
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
大
き
な
構
造
物
で
も
対
応
可
能
な
機

械
で
あ
る
。
工
具
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
表
面
の

切
削
や
ね
じ
穴
の
加
工
な
ど
様
々
な
作
業
を
１
台

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
こ
ん
な
に
大
き
な
機
械
を
一
人
で
任
さ
れ
て
、

自
分
の
思
い
描
い
た
通
り
の
加
工
を
目
指
す
。
就

職
活
動
で
工
場
見
学
を
し
た
と
き
か
ら
、〝
カ
ッ

コ
イ
イ
な
。
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
〟
と
憧
れ
て

い
た
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
」
と
真
壁
さ
ん

は
話
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
道
を
志
し
入
社

現
場
の
洗
礼
を
受
け
苦
戦
す
る

　

小
学
生
の
こ
ろ
は
、
自
動
車
が
大
好
き
だ
っ
た

と
い
う
真
壁
さ
ん
。
ミ
ニ
四
駆
を
自
分
で
組
み
立

て
走
ら
せ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
も
の
づ
く
り
へ
の

興
味
が
芽
生
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
高
校
で
は
自

動
車
整
備
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
中
で
旋
盤
に
関

心
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
県
内
の
大
学
に
進
学
し

地
域
に
根
付
い
た
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

高
度
な
加
工
技
術

　

ス
テ
ン
レ
ス
（stainless steel

）
は
、
20
世

紀
初
め
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
明
さ
れ
た
合
金
の
鋼
材

で
、stain

＝
「
汚
れ
」「
さ
び
」
を
意
味
す
る
名

前
の
由
来
の
通
り
、
さ
び
に
く
い
こ
と
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。
光
沢
の
あ
る
外
見
、
耐
熱
性
や
強

度
に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
工
業
製
品
・
建

築
物
・
医
療
用
器
具
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
製
品
加
工
を
手
掛
け
る
メ
ル
コ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
本
社
工
場
で
、
真
壁
好
貴

さ
ん
は
巨
大
な
工
作
機
械
を
操
作
し
、
大
き
な
構

造
物
の
表
面
を
切
削
し
て
い
た
。
機
械
に
取
り
付

け
ら
れ
た
工
具
が
、「
キ
リ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
削

り
く
ず
を
出
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
移
動
す
る
。

真
壁
さ
ん
は
、
削
ら
れ
た
面
に
視
線
を
送
り
な
が

ら
作
業
の
様
子
を
見
届
け
た
。

　
「
こ
の
製
品
は
複
数
の
容
器
を
つ
な
げ
た
後
、
中

を
真
空
状
態
に
し
て
使
用
し
ま
す
。
表
面
に
少
し

で
も
凹
凸
が
あ
る
と
、
容
器
同
士
の
つ
な
ぎ
目
に

で
き
た
隙
間
か
ら
空
気
が
漏
れ
て
し
ま
い
、
真
空

状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
表
面
の
加
工

は
、
１
０
０
分
の
１
ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求
め
ら

れ
る
大
変
な
作
業
で
す
」
と
真
壁
さ
ん
は
話
し
た
。

　

同
社
は
、
丸
森
町
や
山
元
町
に
５
つ
の
工
場
を

持
ち
、
液
晶
パ
ネ
ル
や
有
機
Ｅ
Ｌ
の
製
造
装
置
を

収
納
す
る
真
空
容
器
や
航
空
機
部
品
な
ど
を
生
産

し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
９
月
に
は
、
本
社
所
在

地
を
茨
城
県
内
か
ら
丸
森
町
に
移
転
。
名
実
と
も

に
宮
城
県
を
拠
点
に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

耐久性と美しさが光る
ステンレス加工のスペシャリスト
製造

真
ま

壁
か べ

 好
よ し

貴
た か

さん（29 歳）
メルコジャパン株式会社（丸森町）

仕事
図鑑

C A S E   

02

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容
企 業 理 念

企業情報

メルコジャパン株式会社
／伊具郡丸森町金山字西新田 123-1
　TEL 0224-73-7011
　FAX 0224-78-1013
　http://www.melco-susnet.jp/
／栗田　鋼二
／4,800 万円
／1964 年 7 月
／112 人（2017 年 11 月現在）
／精密板金・レーザ加工・精密機械加工・ステンレス素材
／当社のあらゆるステンレス加工技術を駆使し、お客様の

ニーズに加え、お客様及び地域から高い評価を受ける経
営の質の継続的な向上を図る。

1

2

2

3

3

大型のＮＣ加工機を操作し２次加工を行う真壁好貴さん。オペレーターは加
工機に備え付けられた操作スペースに乗り込み、機械と一緒に移動しながら
ステンレス製品に加工を施す
プラズマ切断機を使ってステンレス板を切断する。同社では最大板厚100ミ
リの切断が可能なプラズマ切断と板厚 25ミリまでの切断可能なレーザ切断
を駆使し、国内屈指の加工精度を実現している
組み立てたパーツを溶接する。知識と経験豊富な溶接士が、同社の高い技
術を支える
製品の仕上げ工程。機械加工でできた小さな傷も見逃せない部分を手作業
で滑らかにする

同社は、材料の切断から1次加工、溶接、２次加工、仕上げ
まですべての工程を手掛ける高いステンレス加工技術によって、
様々な業界のニーズに応えています

メルコジャパン株式会社の一貫生産

4

4

や
る
か
ら
に
は
一
番
を
目
指
す

技
術
と
向
上
心
に
磨
き
を
か
け
る

1
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た
真
壁
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を
使
っ
た
機
械
加
工

の
基
礎
を
身
に
付
け
た
。

　
「
大
学
卒
業
後
は
、
県
内
の
企
業
に
就
職
し
て
、

大
学
で
学
ん
だ
Ｎ
Ｃ
加
工
の
技
術
と
知
識
を
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
就
職
活

動
の
と
き
に
こ
の
会
社
の
仕
事
に
憧
れ
て
入
社
を

希
望
し
ま
し
た
」

　

真
壁
さ
ん
は
入
社
後
に
、
切
断
し
た
ス
テ
ン
レ

ス
を
各
パ
ー
ツ
の
形
状
に
加
工
す
る「
１
次
加
工
」

を
行
う
部
署
に
配
属
さ
れ
た
。

　

大
学
で
学
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
機
械
加
工

に
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
真
壁
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、

初
め
て
扱
う
大
型
の
機
械
や
、
細
か
く
寸
法
が
指

定
さ
れ
高
い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
図
面
を
前
に
苦

戦
を
強
い
ら
れ
た
。

　
「
最
初
の
こ
ろ
は
、
図
面
か
ら
読
み
取
っ
た
こ

と
を
頭
の
中
で
う
ま
く
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
加
工
ミ
ス
を
続
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
真
壁
さ
ん
は
自
分
が
担
当
す
る
製
品

以
外
の
図
面
に
も
目
を
通
し
、
加
工
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

上
司
や
先
輩
に
教
え
を
請
い
、
技
術
を
身
に
付
け

て
い
っ
た
と
い
う
。

一
貫
生
産
の
強
み
生
か
し
ス
キ
ル
を
磨
く

ス
テ
ン
レ
ス
加
工
の
高
み
を
目
指
す

　

そ
の
後
、
真
壁
さ
ん
は
切
断
工
程
や
仕
上
げ
工

程
、
営
業
部
門
な
ど
様
々
な
仕
事
を
通
し
て
経
験

を
重
ね
た
。

　
「
営
業
を
担
当
し
て
い
た
と
き
に
、
取
引
先
の

担
当
者
と
直
接
会
う
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
工
場
の
現
場
に
戻
っ
て
か

ら
も
、
受
注
先
の
お
客
様
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
〝
良
い
製
品
を
お
届
け
す
る
ん
だ
〟
と
さ
ら

に
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
」

　

真
壁
さ
ん
が
２
次
加
工
部
門
に
配
属
さ
れ
て
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
た
。
絶
対
に
失
敗
は
許
さ

れ
な
い
２
次
加
工
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
り
、
思
う
よ
う
な
加
工
が
で
き

ず
悩
ん
だ
と
き
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
自
分
一
人

の
判
断
で
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
工
場
に
は
、
私
が
担
当
し
た
こ
と
が
な
い
機

械
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
機
械
の
操
作
を
経
験
し
、
腕
を
磨
き
た

い
。
そ
し
て
、
や
る
か
ら
に
は
ど
ん
な
機
械
も
誰

よ
り
も
一
番
に
う
ま
く
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
自
分
は
と
て
も
負
け
ず
嫌
い
で
す
か
ら
」

と
語
っ
た
。

　

真
壁
さ
ん
は
、
再
び
Ｎ
Ｃ
加
工
機
を
操
作
す
る

ス
ペ
ー
ス
に
乗
り
込
み
切
削
を
再
開
し
た
。
さ
ら

な
る
成
長
と
活
躍
を
誓
い
、
こ
れ
か
ら
も
ス
テ
ン

レ
ス
加
工
の
世
界
で
自
ら
も
輝
き
を
放
つ
。

C A S E   

02
仕事
図鑑

耐久性と美しさが光る
ステンレス加工のスペシャリスト
製造

真壁 好貴さん（29 歳）
メルコジャパン株式会社（丸森町）

12:00

昼
食

食
堂
で
愛
妻
弁
当
を
食
べ
る

13:00

作
業
再
開

16:00

工
具
の
交
換

す
り
減
っ
た
ド
リ
ル
や
工
具
を
新
し
い
も
の
に
交
換
す
る

持
ち
場
の
整
理
整
頓
や
機
械
の
清
掃
を
し
た
後
、
夜
勤
者

に
引
継
ぎ
を
行
う

17:30

終
業

8:00

出
社

10:00

次
の
作
業
の
準
備
（
段
取
り
）

製
品
を
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
、
次
に
加
工
す
る
面
を
正
面

に
向
け
た
り
、
新
た
に
加
工
す
る
製
品
に
交
換
し
た
り
す
る

9:30

製
品
の
計
測

加
工
し
た
部
分
の
寸
法
を
測
り
、
目
的
の
サ
イ
ズ
に
加
工
で

き
た
か
ど
う
か
確
認
す
る

8:15

朝
礼

部
門
ご
と
に
朝
礼
を
行
い
、
作
業
の
注
意
事
項
や
連
絡
事

項
な
ど
を
共
有
す
る
。
そ
の
後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
う

8:30

作
業
開
始

加
工
法
ご
と
に
工
具
を
使
い
分
け
、
N
C
加
工
機
に
数
値
を

入
力
す
る

真
壁 

好
貴
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

高
校
３
年
生
の
と
き
、「
何
か
資
格
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
就
職
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
不
安
で
し
た
。
で
も
、

実
際
に
就
職
し
て
み
る
と
、
仕
事
に
必
要

な
資
格
は
、
後
で
取
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
そ
ん
な
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
必
要
だ
と
感
じ
る
の
は
、「
好
奇

心
」
と
「
向
上
心
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

小
学
生
の
と
き
の
ミ
ニ
四
駆
か
ら
始
ま
り
、

高
校
で
は
自
動
車
整
備
、
そ
し
て
大
学
で

は
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
い
っ
た
よ
う
に
、
興
味
を

持
っ
た
こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
く
ほ
ど
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
今
の
仕
事
へ
と
結
び

つ
き
ま
し
た
。

　

就
職
し
た
後
も
、「
も
っ
と
知
り
た
い
」

「
も
っ
と
成
長
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
た
こ
と
で
、
つ
ら
い
場
面
を
乗

り
越
え
た
り
、
自
信
を
持
っ
て
仕
事
に
打

ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

　

作
業
を
分
担
し
て
一
つ
の
製
品
を
作
る
場

合
、
一
人
一
人
の
作
業
者
が
担
当
す
る
工
程
を

正
確
に
行
う
よ
う
に
心
掛
け
る
ほ
か
、
工
程
同

士
の
連
携
も
重
要
に
な
る
と
い
う
。
高
品
質
の

製
品
を
効
率
よ
く
作
る
ヒ
ン
ト
が
別
の
工
程
に

隠
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

材
料
の
切
断
か
ら
仕
上
げ
ま
で
の
工
程
を

一
通
り
経
験
し
た
真
壁
さ
ん
は
、「
製
品
が

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
作
ら
れ
て
い
る
か

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
次
加
工

を
す
る
際
の
ミ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

図面を確認して分からないところがあれば、上司や先輩
に相談する

製品の切り替え。次に加工する材料などをクレーンを
使って搬入する

ＮＣ加工機に工具を取り付ける。加工精度に影響を及
ぼさないように正確に行う

ねじ穴など繊細な部分は、ノギスを使って寸法通りに加
工できたかどうか確認する

加工に使う工具を選定する。加工方法や寸法によって
多種多様な工具を使い分ける

加工する製品を回転させたり固定させたりする「段取り」
も、重要な作業の一つだ

　

真
面
目
で
何
事
に
対
し
て
も
「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
よ
う
」
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
む
真
壁
君
は
、
誰
に
対
し
て
も
上
手

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
円
滑
に
作
業
を
進
め

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
真
面
目
さ
ゆ
え
に
先
輩
、
後
輩
を
問
わ
ず
信

頼
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
現
場
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
人
材
で
あ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
次
加
工
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
１
年
。
こ
れ
ほ
ど

短
い
期
間
で
大
き
な
Ｎ
Ｃ
加
工
機
を
一
人
で
扱
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
の
み
込
み
の
早
さ
と
日
々
の
努
力
の
賜
物

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

主
力
製
品
の
加
工
に
つ
い
て
は
、
十
分
安
心
し
て
彼
に
任
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
経
験
と
実
績
を
積
ん
で
、

初
め
て
見
る
図
面
で
も
加
工
方
法
や
工
具
の
選
定
、
作
業
前
の
段

取
り
な
ど
を
自
分
だ
け
の
力
で
適
切
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

持
ち
前
の
実
直
さ
で
周
囲
の
信
頼
を
集
め
る

す
べ
て
を
任
す
こ
と
が
で
き
る
一
流
の
職
人
に

丸森工場
副工場長

藤林 豊さん

上司 に
聞
く
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住
宅
建
築
に
用
い
る
構
造
材
の
生
産
工
場
で

製
造
ラ
イ
ン
の
安
全
を
守
る

　
「
プ
レ
カ
ッ
ト
」
と
は
、
木
造
の
住
宅
や
幼
稚

園
な
ど
の
建
築
物
に
使
う
木
材
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
に
よ
る
機
械
加
工
で
作
る
工
場
生
産
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
あ
る
。
大
工
が
手
加
工
で
20
日
間
か

け
る
作
業
を
、
わ
ず
か
２
時
間
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
で
、
工
場
で
あ
ら
か
じ
め
加
工
す
る
こ

と
に
よ
り
、
建
築
現
場
で
は
ほ
ぼ
組
み
立
て
る
だ

け
。
工
期
の
大
幅
な
短
縮
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
期

待
で
き
る
工
法
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

ポ
ラ
テ
ッ
ク
東
北
株
式
会
社
の
東
北
工
場
で
働

く
伊
藤
一
茂
さ
ん
は
、
大
型
の
機
械
の
中
に
入
り

刃
物
が
付
い
た
工
具
の
交
換
を
し
て
い
た
。

　
「
木
材
の
加
工
は
機
械
が
自
動
で
行
い
ま
す
が

刃
物
の
交
換
は
人
の
手
が
必
要
で
す
。
交
換
が
遅

れ
て
刃
物
の
切
れ
味
が
落
ち
る
と
、
製
品
の
品
質

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
責
任
重
大
な
仕

事
で
す
」
と
話
す
と
慎
重
に
機
械
に
取
り
付
け
た
。

　

同
工
場
は
、
国
内
プ
レ
カ
ッ
ト
市
場
で
ト
ッ
プ

の
生
産
量
を
誇
る
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
（
埼
玉
県
越

谷
市
）
の
東
北
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
２
０
１
２

年
に
稼
働
を
開
始
。
入
社
４
年
目
の
伊
藤
さ
ん
は
、

梁は
り

や
桁け
た

な
ど
水
平
方
向
に
渡
す
横お
う

架か

材ざ
い

の
製
造
ラ

イ
ン
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。

　

ラ
イ
ン
を
制
御
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
デ
ー
タ

が
送
ら
れ
る
と
、
住
宅
一
棟
分
に
使
用
す
る
横
架

材
の
加
工
が
始
ま
る
。
伊
藤
さ
ん
は
、
次
々
と
送

り
こ
ま
れ
る
木
材
を
見
届
け
な
が
ら
、「
正
し
く

加
工
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ラ
イ
ン
の
流
れ
を
止

め
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
兆
候
が
見
ら
れ
な
い
か
。

そ
し
て
、
作
業
者
が
安
全
に
仕
事
を
し
て
い
る
か

と
い
う
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
気
を
配
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
も
の
づ
く
り

不
安
を
は
ね
の
け
技
術
を
習
得
す
る

　

大
崎
市
出
身
の
伊
藤
さ
ん
は
、
地
元
の
高
校
を

卒
業
後
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
。
地
元
就
職

を
希
望
し
た
の
は
、
在
学
中
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。「
大
学
を

卒
業
後
は
、故
郷
に
戻
っ
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
、
同
工
場
に
就
職
し
た
。

　

高
校
、
大
学
と
工
学
系
分
野
と
は
無
縁
だ
っ
た

伊
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
す
べ
て
が
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
。
同
期
は
高
校
生
ば
か
り
で
、
工
業
高
校

の
建
築
科
で
勉
強
し
て
い
た
人
も
い
た
。

　
「
知
識
も
経
験
も
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
、

周
囲
か
ら
大
卒
の
年
長
者
と
し
て
見
ら
れ
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
か
え
っ
て

そ
れ
が
自
分
の
や
る
気
を
後
押
し
し
ま
し
た
」

　

伊
藤
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
経
験
を
積
も

う
と
、
様
々
な
作
業
を
積
極
的
に
行
い
、
先
輩
に

教
え
を
請
い
な
が
ら
腕
を
磨
い
た
。
そ
の
努
力
が

実
り
、
去
年
か
ら
製
造
ラ
イ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

あ
る
休
日
、
県
内
の
沿
岸
部
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た

と
き
、
建
築
中
の
住
宅
の
そ
ば
に
置
か
れ
た
見
覚

え
の
あ
る
シ
ー
ト
が
目
に
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
。

「
梱
包
材
か
ら
う
ち
の
工
場
で
プ
レ
カ
ッ
ト
さ
れ

た
製
品
だ
と
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が
手

掛
け
た
製
品
が
使
わ
れ
て
い
る
現
場
を
見
て
、
う

れ
し
さ
が
込
み
上
げ
ま
し
た
」
と
目
を
細
め
た
。

　

復
興
の
槌
音
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
伊

藤
さ
ん
。
地
域
貢
献
へ
の
思
い
を
秘
め
て
、
今
日

も
プ
レ
カ
ッ
ト
作
業
に
全
力
で
向
き
合
う
。

家づくりを支える
最先端のプレカット技術
製造

伊
い

藤
と う

 一
か ず

茂
し げ

さん（26 歳）
ポラテック東北株式会社　東北工場（加美町）

企業情報

ポラテック東北株式会社
／本社：仙台市若林区新寺 1-4-5 
　東北工場：加美郡加美町菜切⾕字中野 1-5-4
　　　　　　TEL 0229-63-8815
　　　　　　FAX 0229-63-8816
　http://www.polus.co.jp/
　※ポラスグループ HP
／中内　晃次郎
／1,000 万円
／ 2012 年３月
／ 98 人（2017 年 11 月現在）
／建築資材の購⼊、加工及び販売業、建築資材

及び機器の研究開発・製造販売業

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

　

地
元
就
職
の
魅
力
は
、
安
心
が
得
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
住
み
慣
れ
た
土
地

に
気
心
が
知
れ
た
友
達
が
い
る
こ
と
は
、

仕
事
の
面
で
も
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
貢
献
で

き
る
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

仕
事
は
、
作
っ
た
も
の
が
住
宅
と
し
て
形

に
残
る
た
め
、
や
り
が
い
を
よ
り
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
で
就
職
を
す
る
た
め
に
は
、
高
校

や
大
学
で
学
ん
で
き
た
分
野
以
外
に
も
、

選
択
肢
を
広
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
興
味

が
あ
る
こ
と
な
ら
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
ほ
う
が
、
良
い
仕
事
と
巡
り
合
う
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

私
は
帰
省
中
の
ド
ラ
イ
ブ
で
、
こ
の
工

場
を
見
か
け
た
こ
と
が
就
職
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
地
元
の
オ
フ
ィ

ス
街
や
工
業
団
地
に
足
を
運
ん
で
、
ど
ん

な
会
社
が
あ
る
か
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1

2

3

プレカットを行う５軸加工機の刃物の状態を確認する伊藤一茂さん。
同機は縦・横・斜めからの加工が可能で特殊加工を得意としている
２つの構造材の接合部になるる仕口（しくち）も機械が正確に加工する
リスト通りに製品が加工されたかチェックする。同工場では１日に住
宅 12 ～ 13 棟分の木材を加工することができるという

3

2

12:00

昼
食

母
親
が
作
っ
た
弁
当
を
持
参
し
て
食
堂
で
食
べ
る

13:00

作
業
再
開

ラ
イ
ン
長
の
指
示
で
５
軸
加
工
機
を
使
っ
て
作
業
を
す
る
こ
と
が

あ
る

16:00

後
輩
の
フ
ォ
ロ
ー

同
じ
ラ
イ
ン
を
担
当
す
る
後
輩
の
作
業
を
手
伝
う

18:00

終
業

持
ち
場
の
清
掃
、夜
勤
担
当
者
へ
の
引
継
ぎ
を
し
た
後
、退
社
す
る

8:30

朝
礼

全
体
で
朝
礼
を
行
っ
た
後
、ラ
イ
ン
ご
と
で
集
ま
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

人
員
の
配
置
や
作
業
内
容
な
ど
を
共
有
す
る

9:00

作
業
開
始

機
械
設
備
や
刃
物
の
点
検
後
、
材
料
を
セ
ッ
ト
す
る

11:00

刃
物
の
交
換

機
械
に
取
り
付
け
ら
れ
た
刃
物
の
切
れ
味
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
交
換
す
る

10:00

検
品
・
梱
包

夜
勤
の
時
間
帯
で
作
ら
れ
た
製
品
を
検
品
し
た
後
、
出
荷
す
る

た
め
に
梱
包
す
る

伊
藤 

一
茂
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

1

C A S E   

03
仕事
図鑑

地
元
で
働
く
幸
せ
と

地
域
に
貢
献
す
る
喜
び
を
か
み
し
め
る

加工を終えた製品にノギスを当てて寸法を
測定する。仕口など複雑な部分は、ズレが
ないか入念に行う

後輩に技術指導をする。実際に作業をしてもらった後、
分かりやすく教えるように心掛けている

フォークリフトを使って製品を運搬する。製品はシート
で梱包され、建築現場に届けられる

上司であるライン長と打合せ。現場リーダーとして作業
の進ちょくなど現場の状況を詳しく報告する
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現
場
と
作
業
者
の
状
況
に
目
を
配
り

品
質
向
上
と
安
全
管
理
に
生
か
す

　

株
式
会
社
東
北
フ
ジ
パ
ン
仙
台
工
場
の
冷
却
室

に
、
焼
き
立
て
の
食
パ
ン
が
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ
て

次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
。
コ
ン
ベ
ア
は
階
層
を
形

成
し
て
い
て
、
室
内
は
た
ち
ま
ち
お
び
た
だ
し
い

数
の
食
パ
ン
の
隊
列
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

そ
の
そ
ば
で
竹
花
英
朗
さ
ん
は
、
コ
ン
ベ
ア
設

備
の
ボ
ル
ト
や
支
柱
な
ど
を
注
意
深
く
見
な
が
ら
、

室
内
を
巡
回
し
て
い
た
。

　
「
こ
う
し
て
、
設
備
に
異
常
や
危
険
な
場
所
が

な
い
か
確
認
し
て
い
る
ん
で
す
。
工
場
内
を
自
主

検
査
す
る
こ
と
で
、
食
品
の
衛
生
と
作
業
者
の
安

全
を
管
理
し
て
い
ま
す
」
と
竹
花
さ
ん
は
話
し
た
。

　

同
社
の
ド
ー
ナ
ツ
製
造
ラ
イ
ン
で
係
長
を
務
め

る
竹
花
さ
ん
は
、
所
属
す
る
安
全
衛
生
管
理
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
工
場
内
の
安
全
面
や
衛

生
面
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
。
委
員
会
の
活
動
は
、

ほ
か
の
製
造
ラ
イ
ン
や
設
備
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
、
竹
花
さ
ん
が
担
当
す

る
ド
ー
ナ
ツ
製
造
ラ
イ
ン
の
環
境
改
善
の
参
考
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
食
品
業
界
は
、
安
全
面
・
衛
生
面
で
の
ミ
ス

が
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
人
の

目
で
隅
々
ま
で
確
認
し
、
現
場
作
業
者
の
生
の
声

を
拾
っ
て
品
質
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
」

入
社
１
年
目
に
工
場
の
立
ち
上
げ
に
参
加

新
商
品
の
開
発
で
夢
を
か
な
え
る

　

同
工
場
は
、
東
北
初
と
な
る
フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー

プ
の
生
産
拠
点
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
３
月
の
稼

働
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
矢
先
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
。
津
波
に
よ
っ
て
生
産
設
備
や

機
械
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
工
場
稼
働

の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

当
時
、
大
学
院
を
卒
業
後
に
同
社
へ
の
入
社
が

決
ま
っ
て
い
た
竹
花
さ
ん
。「
日
本
中
が
混
乱
す

る
中
、
内
定
先
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
、
４
月
１
日
に
東
京
の
グ
ル
ー
プ
本
社

で
無
事
に
入
社
式
を
済
ま
せ
、
グ
ル
ー
プ
内
の
工

場
を
転
々
と
し
な
が
ら
研
修
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

仙
台
工
場
復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
た
８
月
末
、
宮

城
県
に
移
り
稼
働
に
向
け
た
準
備
に
参
加
し
た
。

　
「
工
場
の
立
ち
上
げ
は
、
何
も
か
も
初
め
て
の

経
験
で
手
探
り
の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

研
修
中
で
得
た
人
脈
が
役
に
立
ち
ま
し
た
」

　

竹
花
さ
ん
は
、
研
修
先
の
グ
ル
ー
プ
工
場
で
知

り
合
っ
た
先
輩
に
直
接
問
い
合
わ
せ
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
っ
た
。

　

３
年
前
か
ら
商
品
開
発
に
も
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
竹
花
さ
ん
。「
食
品
業
界
で
商
品

開
発
に
関
わ
る
こ
と
は
、
中
学
生
か
ら
の
夢
で
し

た
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で
生
み
出
し
た
新
し
い
商

品
が
、
世
に
出
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
に
こ
や
か
に
語
っ
た
。

　

竹
花
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
、「
ほ
か
の
商
品

の
製
造
ラ
イ
ン
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
工
場
全

体
を
広
く
見
通
せ
る
よ
う
な
社
員
に
な
り
た
い
」

と
話
す
。
そ
し
て
、「
い
つ
の
日
か
10
年
先
も
愛

さ
れ
る
よ
う
な
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
商
品
を
こ
の
手
で

生
み
出
し
た
い
で
す
」
と
夢
に
つ
い
て
語
っ
た
。

徹底した安全・衛生管理で
毎日おいしいパンを届ける
製造

竹
た け

花
は な

 英
ひ で

朗
あ き

さん（31 歳）
株式会社東北フジパン　仙台工場（岩沼市）

企業情報

株式会社東北フジパン
／岩沼市空港南 3-2-34
　TEL 0223-24-1241
　FAX 0223-25-0280
　https://www.fujipan.co.jp/　
　※フジパングループ HP
／磯村　晴起
／ 5,000 万円
／ 2010 年 4 月
／ 330 人（2017 年 11 月現在）
／パン・和洋菓子の製造・販売

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

　

こ
れ
か
ら
進
路
や
就
職
先
な
ど
様
々
な

選
択
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
み
な
さ
ん

に
は
、
ど
ん
な
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
校
卒
業
後
に
高
専
か
ら
専

攻
科
を
経
て
大
学
院
に
進
学
し
、
そ
こ
で

生
物
の
起
源
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
中

学
生
の
と
き
か
ら
、
将
来
は
食
品
業
界
で

働
く
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、「
生
物
学
を

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
は
今
し
か
な
い
」
と
思
い
、

大
学
院
進
学
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間

や
幅
広
い
年
齢
層
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
知
識
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
学
び
た
い
こ
と
を
勉
強
で
き
た
こ

と
で
心
置
き
な
く
就
職
が
で
き
る
」
と
新

た
な
気
持
ち
で
社
会
人
に
な
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
も
目
の
前
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
す
こ
と
な
く
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

1

2

3

食パンの冷却室をチェックする竹花英朗さん。同社は昨年に食品安
全マネジメントシステムに関する国際規格 FSSC22000 の認証を受け、
品質安全への管理体制と清潔な製造環境の整備に力を入れている
ドーナツの製造ラインを巡回する。手作業によってリング状に整えら
れた生地のサイズや重さを確認する
同工場では、フジパンブランドの商品のほかにコンビニオリジナル商
品など、年間で約 80 ～ 90 種類のパン・菓子類を製造している

3

2

12:00

昼
食

社
員
食
堂
で
同
僚
と
ラ
ン
チ
。
昼
休
憩
は
交
代
制
で
、
日
に
よ
っ
て

前
後
１
時
間
ず
れ
る
と
き
が
あ
る

13:00

製
品
切
り
替
え
の
立
ち
会
い

別
の
製
品
を
製
造
す
る
準
備
か
ら
切
り
替
え
ま
で
の
作
業
に
立
ち

会
う

14:30

新
商
品
の
サ
ン
プ
ル
づ
く
り

新
商
品
の
商
談
用
の
サ
ン
プ
ル
を
作
る

15:00

デ
ス
ク
ワ
ー
ク

労
務
管
理
や
会
議
資
料
の
作
成
を
し
た
後
、
16
時
に
終
業
す
る

7:00

始
業

メ
ー
ル
や
そ
の
日
に
製
造
す
る
製
品
、
人
員
の
配
置
な
ど
を
確
認
す
る

8:00

朝
礼
（
部
署
内
）

部
署
ご
と
で
朝
礼
を
行
い
、
作
業
内
容
や
注
意
事
項
を
共
有
す
る

10:00

朝
礼
（
責
任
者
の
み
）

各
部
署
の
責
任
者
が
集
ま
り
打
合
せ
を
行
う

8:30

巡
回

製
造
ラ
イ
ン
を
巡
回
し
て
設
備
や
作
業
者
の
安
全
を
確
認
す
る

竹
花 

英
朗
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

1

C A S E   

04
仕事
図鑑

仕込んだドーナツ生地の状態を確かめる。
生地のコンディションによって製造ラインへ
投入するタイミングを決める

ほかの安全衛生管理委員のメンバーと気になる点を共有
し議論する

安全衛生管理委員として、パンの焼き工程の状況を現
場担当者から説明を受ける

新商品のサンプルを確認する。サンプルは透明なパッ
ケージに包装され、会議や商談で使用される

人
々
の
笑
顔
を
思
い
描
い
て

食
卓
の
安
全
を
守
る
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１. 最近はリビングや玄関などでも飾ることができる小型の
だるまが多く作られているという　２. 久孝さんら職人の筆
によって、色鮮やかなだるまの彩色が施されていく　３. 初
代久三郎が受け継いだ松川だるまの創始から使われる木
型。今でも大切に使われている

松川だるまに絵付けをする本郷久孝さん。工房には大小様々なだるまが並ぶ

問い合わせ

仙台張子　本郷だるま屋

仙台市青葉区川平 4-32-12
TEL　022-347-4837

　

古
く
か
ら
仙
台
で
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
松
川
だ
る
ま
」
は
、
顔
周
り
の
群
青
と
金
粉
の

縁
取
り
、
胴
に
施
さ
れ
た
色
鮮
や
か
な
宝
船
や
福

の
神
の
浮
き
出
し
が
特
徴
で
あ
る
。
大
き
く
開
い

た
黒
目
が
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
四
方
八
方
か

ら
見
守
り
、
何
度
倒
れ
て
も
起
き
上
が
り
祈
願
成

就
へ
と
導
く
縁
起
物
と
し
て
、
家
や
店
舗
な
ど
の

神
棚
に
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

松
川
だ
る
ま
に
代
表
さ
れ
る
仙
台
張
子
は
、
天

保
年
間
（
１
８
３
０
～
１
８
４
４
年
）
に
伊
達
藩

士
の
松
川
豊
之
進
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
松
川
氏
に
弟
子
入
り
し
た
本

郷
久
三
郎
が
木
型
を
受
け
継
ぎ
、
子
孫
が
脈
々
と

技
と
伝
統
を
守
っ
て
き
た
。

　

目
や
髭ひ
げ

、
口
元
は
、
昔
か
ら
男
性
が
筆
を
入
れ

て
き
た
と
い
い
、
現
在
は
十
代
目
の
久
孝
さ
ん
が

筆
を
執
り
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
描
き
入
れ
て
い
る
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
だ
る
ま
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め

な
が
ら
一
番
合
っ
た
顔
を
描
き
入
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
同
じ
木
型
で
作
っ
た
だ
る
ま
で
も
、
よ

く
見
る
と
一
つ
一
つ
顔
立
ち
が
違
う
ん
で
す
よ
」

　

こ
う
話
す
久
孝
さ
ん
は
、
物
心
つ
い
た
頃
か
ら

家
業
の
だ
る
ま
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
き
た
。

　

木
型
に
和
紙
を
重
ね
張
り
し
て
体
を
作
り
、
天

日
に
干
し
て
乾
燥
さ
せ
る
生
地
づ
く
り
。
貝
殻
を

焼
い
て
作
っ
た
白
い
顔
料
を
塗
る
「
胡ご

粉ふ
ん

塗
り
」

や
そ
の
上
に
施
す
「
赤
塗
り
」。
そ
し
て
、
顔
の

部
分
や
装
飾
を
描
き
入
れ
る
「
絵
付
け
」
な
ど
、

作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
見
よ
う
見
ま
ね
で
技
を

習
得
し
て
い
っ
た
と
い
う
久
孝
さ
ん
。「
ほ
と
ん

ど
の
工
程
は
今
で
も
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
る
ま
を
手
に
し
た
人
の
健
康
と
幸
福
を
念
じ
な

が
ら
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

１
８
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
松
川
だ
る
ま
を
守

り
続
け
る
本
郷
家
。
正
月
に
向
け
、
だ
る
ま
づ
く

り
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
。

張
子
師

23

1

Po r t r a i t  o f  S k i l l s

技
の
肖
像

の
肖
像

1２級家具製作技能士の西村優太さん。「図面を見て思い描いたイメージが、実際に形になった時の達成感やうれしさはとて
も大きい」と話す　2欄間（らんま）や障子（しょうじ）に使われる組子（くみこ）技術。熟練の建具製作技能士の手によっ
て繊細な模様が生み出される　3代表取締役会長の白石善章さん　4専務取締役の白石将美さん

■企業情報
所在地：黒川郡大衡村大衡字北原 30-1   
TEL 022-393-7380
FAX 022-393-7381
http://www.s-woodworks.com/ 

事業内容： 特注家具・建具の設計・製造・塗装・
施工、店舗設計
技能士数：のべ 12 人（2017 年 9 月現在）
技能職種： 建具製作・家具製作

4 3 2

木の温もりを届ける家具・建具職人

有限会社白石木工
（大衡村）

1989 年設立。手加工や機械加工で
オーダーメイドの木製家具や建具を作
り上げる職人集団を擁する。全国各
地からの依頼を受け一般住宅・店舗・
大型ショッピングモールなどで使われ
る特注家具の設計・製造・施工まで
幅広く手掛ける

　

有
限
会
社
白
石
木
工
で
は
、
若
い
職
人
の
育
成
を
図
る
た
め
、
独
自
の

手
法
を
用
い
た
知
識
や
技
能
の
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

毎
日
行
わ
れ
る
朝
礼
で
は
、
社
員
が
家
具
や
建
具
の
手
加
工
や
機
械
加

工
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
勉
強
会
を
実
施
。
熟
練
職
人
が
経
験
談
を
交
え
な

が
ら
解
説
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
で
共
有
す
る
。　
　
　

　

ま
た
、
若
い
職
人
に
対
し
技
能
士
資
格
の
取
得
を
積
極
的
に
推
奨
し
、

受
検
に
必
要
な
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
、
実
技
試
験
練
習
の
場
や
材
料
の
提

供
、
資
格
取
得
者
に
よ
る
指
導
な
ど
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
「
技
能
士
資
格
の
取
得
は
、
若
い
職
人
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
仕
事

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
専
務
取
締
役

の
白
石
将
美
さ
ん
は
話
す
。

　

さ
ら
に
、
宮
城
県
の
卓
越
技
能
者
（
宮
城
の
名
工
）
を
講
師
に
招
き
、

技
能
講
習
会
を
開
催
。
受
講
者
を
県
内
外
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
「
若
い
職
人
の
不
足
は
、
業
界
全
体
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
す
。
こ

う
し
て
企
業
や
組
合
の
枠
を
外
し
た
、
人
材
確
保
と
技
能
伝
承
の
取
組
を

始
め
て
５
年
目
。
県
内
で
技
能
検
定
受
検
者
が
増
加
す
る
な
ど
の
効
果
が

表
れ
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
会
長
の
白
石
善
章
さ
ん
は
笑
顔
だ
。

　

技
能
講
習
会
は
、「
若
い
職
人
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
交
換
や
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
白
石
会
長
は
話
し
た
。

1

建具製作技能士
建具製作に必要な知識や技能を持つことを証
明する国家資格を有する者。検定試験区分は、
木製建具手加工作業と木製建具機械加工作
業、アルミ製室内建具製作作業にそれぞれ分
かれる。

家具製作技能士
家具製作に必要な知識や技能を持つことを
証明する国家資格を有する者。検定試験区
分は、家具手加工作業と家具機械加工作業、
いす張り作業にそれぞれ分かれる。

技能士MEMO

Report

育技能士を

てる。
宮城県内の企業には、優れた技術を持つ
多様な技能士が活躍する。宮城のものづ
くりを支える匠たちを、企業がどのように
育て、技を伝えているのかを紹介する。
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Voice

みやぎ
ものづくり女子

女性社員でも
安心安全に働ける
制度や職場環境を
整えています

代表取締役社長
石ヶ森祐紀さん

溶
接
の
資
格
を
取
っ
た
後
も
、
作

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
や
天
井
ク

レ
ー
ン
の
操
作
に
必
要
な
資
格
を
取
得

し
て
、
様
々
な
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
、
自
分
が
で
き
る
作
業
の
幅
が
広
が

り
、
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
を
よ
り

大
き
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
祖
母
の
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
会
社
の
柔
軟
な
対
応
に

よ
っ
て
今
の
部
署
に
異
動
し
、
仕
事
と

家
庭
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て
く
れ
た
り
、
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
て
く
れ
た
り
と
、
会
社

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
、
高
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
て
い
る
娘
の
送
迎
係

を
し
て
い
ま
す
。
試
合
が
あ
る
と
き
は
、

会
場
で
声
援
を
送
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な

が
ら
観
戦
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
社
会
人
に

な
る
前
に
自
分
に
合
っ
た
職
業
を
見
つ

け
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が

ど
ん
な
仕
事
で
活
躍
で
き
る
の
か
、
ど

ん
な
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
か
。

そ
の
こ
と
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

大
切
な
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ま

ず
は
好
奇
心
を
も
っ
て
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
思
わ
ぬ
形
で
好
き
な
仕
事
と

巡
り
あ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
や
事
業
所
、
医
療
施
設
な
ど
の

建
築
物
を
支
え
る
柱
や
、
外
壁
を

は
め
込
む
フ
レ
ー
ム
な
ど
の
鉄
骨
部
材
を

作
る
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

私
は
図
面
を
も
と
に
、
各
工
程
で
必
要

な
作
業
の
手
順
や
寸
法
な
ど
の
情
報
を
振

り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
担
当
者
に
内

容
を
伝
え
る
情
報
加
工
部
門
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
情
報
加
工
を
す
る
こ
と
で
、
担

当
者
は
図
面
を
見
な
く
て
も
そ
の
日
の
作

業
内
容
を
理
解
で
き
る
た
め
、
効
率
よ

く
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、

ど
う
し
た
ら
工
場
で
働
く
み
な
さ
ん
が
作

業
を
し
や
す
く
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
社
に
入
社
し
た
当
初
は
、
機
械

を
使
っ
て
鉄
骨
の
切
断
や
穴
を
開
け
る
工

程
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
手
が
足

り
な
く
な
っ
た
溶
接
部
門
を
フ
ォ
ロ
ー
す

る
た
め
、
溶
接
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
溶
接
の
経
験
が
ま
っ
た
く
無

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
司
や
先
輩
に
道

具
の
扱
い
方
や
専
門
用
語
か
ら
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
は
職

場
に
残
り
、
実
技
試
験
の
練
習
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
、
溶
接
し
た
部
分
が
盛

り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
穴
が
開
い
て

し
ま
っ
た
り
と
、
ち
ょ
う
ど
良
い
ス
ピ
ー

ド
で
溶
接
す
る
感
覚
を
な
か
な
か
つ
か

め
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
１
回
目
の
試
験
で
合
格

で
き
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
３
年
後
に
は
、

溶
接
競
技
大
会
の
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
の

女
性
競
技
者
だ
と
聞
い
て
緊
張

し
ま
し
た
が
、
奨
励
賞
を
い
た

だ
き
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
通
じ

て
、
会
社
や
家
を
手
に
入
れ
た

人
た
ち
の
力
に
な
れ
る
こ
と
へ

の
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

「一生に一度の買い物」
と言われるマイホーム。
家づくりに関わる喜びと
責任を日々感じています。

休日は娘の部活の応援に。
ソフトボール観戦で
リフレッシュしています！

　戸田さんは、どんなことでも果敢に挑戦し、必
ずものにしてくれるスーパー・ウーマンです。女
性ならではの細やかな気配りや決断力でものづく
りの現場に貢献しています。
　現在携わっている情報加工の仕事では、製造
現場の作業者が必要としている情報をきちんと理
解して、的確な指示を届けてくれます。戸田さん
が培ってきた、これまでの現場経験が生かされた
結果だと思います。
　私たちの会社では、女性が安心して活躍できる
ように様々な取組をしています。育休・産休・時
短勤務などの働き方に関する制度を整えているほ
か、工場内の女性が働くエリアから重いものや危
険なものを排除することで、ポロシャツや帽子で
も作業可能な環境を確保しています。

有限会社大成工業
1970 年創業。住宅総合メーカーの大和ハウス工業株式会社
の協力会社として建築物の鉄骨部材製造を担う

大崎市古川小野字中蝦沢 133
（大和ハウス工業株式会社東北工場内）
TEL 0229-28-1218
FAX 0229-28-3237
従業員数　92 人　／女性 14 人

（東北工場：2017 年 10 月現在）

「建物の骨組みを�� 作っています」
有限会社大成工業（大崎市）

戸
と

田
だ

 真
ま

由
ゆ

美
み

さん
入社 12 年目
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アーク溶接をする戸田真由美さん。アーク溶接とは、空気中
の放電現象（アーク放電）を使って、同じ金属同士をつなぎ
合わせる溶接法のこと

「試合で遠征のときは、チーム
メイトも車に乗せて出かけます。
元気で明るい子どもたちから、
パワーをもらっています」



　

大
屋
さ
ん
が
自
動
車
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高

校
生
の
時
。
時
刻
表
や
路
線
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
行
き
た
い
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

自
動
車
に
憧
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
「
自
動
車
雑
誌
を
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
り
、

カ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
で
興
奮
し
た
り
。
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
ク
ル
マ
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
で
も
、
当
時
私
は
女
子
高
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

学
校
で
ク
ル
マ
の
話
が
で
き
る
友
達
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
恥
ず
か
し
く
て
隠
し
て

い
た
く
ら
い
で
す
」

　

大
屋
さ
ん
は
、
仙
台
で
自
動
車
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
と
会
場
に
足
を
運
び
、
ク
ル
マ
に
つ

い
て
語
り
合
え
る
仲
間
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て

い
っ
た
と
い
う
。

　
「
見
た
目
の
カ
ッ
コ
よ
さ
だ
け
で
は
な
く
、
車
内

の
装
備
や
音
響
な
ど
、
様
々
な
こ
だ
わ
り
を
持
つ

人
た
ち
の
話
を
聞
い
て
、
ク
ル
マ
の
奥
深
さ
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
」

　

そ
し
て
高
校
３
年
生
の
時
、
将
来
は
大
好
き
な

自
動
車
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
大
屋
さ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
自
動
車
整
備
士
の
仕
事
を
見
て

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
た
。

　
「
高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
専
門
学
校
に
通
っ
て
自

動
車
整
備
士
の
資
格
を
取
り
た
い
と
父
に
相
談
し

ま
し
た
。
で
も
、〝
自
動
車
整
備
は
男
社
会
だ
。
女

の
お
前
に
は
務
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
〟
と
頭
ご
な
し

に
反
対
さ
れ
ま
し
た
」

　
「
き
つ
い
」「
汚
い
」「
危
険
」。
当
時
は
３
Ｋ
の

仕
事
の
代
表
格
と
言
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
父
親

の
反
対
は
予
想
通
り
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
夢
を

あ
き
ら
め
ら
れ
な
か
っ
た
大
屋
さ
ん
は
、
内
緒
で

願
書
を
取
り
寄
せ
、
専
門
学
校
の
入
学
を
申
し
込

ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
合
格
通
知
が
届
い
た
と
き
の
喜
び
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
で
も
同
時
に
、
入
学
金
の
支
払
い

は
ど
う
し
よ
う
か
と
焦
り
ま
し
た
」

　

大
屋
さ
ん
は
、
勝
手
に
出
願
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
父
親
に
打
ち
明
け
、
あ
ら
た
め
て
自
動
車
整

備
士
に
な
り
た
い
と
訴
え
た
。
父
親
は
突
然
の
出

来
事
に
驚
い
た
が
、
そ
の
熱
意
に
負
け
入
学
を
認

め
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
て
大
屋
さ
ん
は
、
専
門
学
校
で
自
動
車

整
備
に
つ
い
て
２
年
間
学
ん
だ
後
、
仙
台
市
内
の

カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
就
職
し
た
。
当
時
は
ま
だ
女

性
の
自
動
車
整
備
士
が
珍
し
か
っ
た
時
代
。
整
備

工
場
に
は
女
性
専
用
の
ト
イ
レ
も
更
衣
室
も
な
く
、

つ
な
ぎ
を
着
た
ま
ま
通
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
そ
れ
が
つ
ら
い
と
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
大
好
き
な
ク
ル
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
幸
せ
を
毎
日
実
感
し
て
い
ま
し
た
」
と
大
屋

さ
ん
は
話
し
た
。

　

結
婚
を
機
に
退
職
し
、
自
動
車
整
備
の
世
界
を

離
れ
た
大
屋
さ
ん
。
子
育
て
が
落
ち
着
き
現
場
復

帰
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
っ
て
い
た
と
き
、
恩
師
か

ら
「
教
員
に
な
ら
な
い
か
」
と
打
診
を
受
け
た
。

　
「
整
備
士
の
卵
た
ち
を
育
て
る
の
も
面
白
そ
う
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
し
、
私
な
ら
整
備
士
を
目
指
す

女
子
の
力
に
な
れ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

こ
う
し
て
２
０
１
１
年
に
、
大
屋
さ
ん
は
母
校

の
教
員
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

現
在
、
広
報
担
当
と
し
て
自
動
車
整
備
の
魅
力

を
伝
え
る
役
割
も
担
う
大
屋
さ
ん
は
、
よ
り
多
く

の
女
性
に
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
動
車
整
備
業
界
で
も

国
際
的
な
環
境
基
準
を
導
入
し
て
い
る
企
業
が
増

え
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
扱
う
よ
う
な
工
場
で
も
女

子
更
衣
室
が
用
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
整
備
工
場

の
職
場
環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

　

近
年
、
整
備
士
が
直
接
お
客
様
に
対
応
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
や
自
分
の
車
を
持
つ
女
性

が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
整
備
士
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
学
校
で
は
現
在
19
人

の
女
子
生
徒
が
通
い
、
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
自
動

車
整
備
専
門
の
企
業
か
ら
「
女
性
を
採
用
し
た
い
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
世
間
で
は
ま
だ
男
の
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
根
強
く
残
る
。
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
、「
私

は
女
だ
か
ら
」「
親
に
反
対
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と

い
う
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
整
備
士
に
な
る
夢
に
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
で
い

る
女
子
た
ち
の
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
あ
げ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
学
校
で
夢
を
か
な
え
る
手
助
け
を
す

る
の
が
私
の
役
目
で
す
」
と
話
す
大
屋
さ
ん
。
熱

い
使
命
感
を
秘
め
て
、
今
日
も
笑
顔
で
教
壇
に
立
つ
。

迷
え
る
「
ク
ル
マ
女
子
」
に
手
を
差
し
伸
べ

夢
を
か
な
え
る
力
に
な
り
た
い

プロフィール
1983年大河原町生まれ。高校を卒業後、
花壇自動車整備専門学校（現 花壇自動
車大学校）に入学。2003年から仙台市内
のカーディーラーで自動車整備士として
働き、結婚を機に退職。11年、花壇自動
車大学校で教員に採用され、自動車整
備士を目指す生徒の教育にあたる

か
つ
て
「
男
の
仕
事
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
に

自
動
車
整
備
士
に
な
る
夢
を
か
な
え
た
女
性
が
い
た
。

今
も
な
お
揺
る
が
な
い
ク
ル
マ
へ
の
情
熱
を

未
来
の
整
備
士
た
ち
に
注
い
で
い
る
。

　
「
今
日
の
作
業
は
、
ボ
ル
ト
を
締
め
付
け
る
順

番
に
注
意
が
必
要
で
す
。
組
付
け
を
間
違
え
る
と

エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

作
業
は
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

花
壇
自
動
車
大
学
校
の
実
習
室
は
、
朝
か
ら
大

屋
智
美
さ
ん
の
明
る
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　

こ
の
日
は
自
動
車
科
の
生
徒
が
、
自
動
車
エ
ン

ジ
ン
の
組
付
け
に
挑
戦
。
工
具
を
手
に
持
ち
、
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
前
で
悪
戦
苦

闘
す
る
生
徒
た
ち
を
見
て
回
り
な
が
ら
、
教
員
の

大
屋
さ
ん
は
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

　
「
い
つ
も
楽
し
そ
う
に
授
業
を
聞
い
て
く
れ
る

生
徒
た
ち
か
ら
は
〝
ク
ル
マ
が
大
好
き
〟
と
い
う

気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

学
校
で
学
ん
で
い
た
当
時
の
私
と
重
ね
な
が
ら
、

生
徒
た
ち
に
も
自
分
の
夢
を
か
な
え
て
ほ
し
い
っ

て
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
大
屋
さ
ん
は
目
を
輝

か
せ
た
。

1955 年開校の専修学校。自動車科（2 年課
程）、一級自動車科（4 年課程）、車体科（1
年課程）を設置し、自動車・バイク整備のス
ペシャリストを養成する

■所在地
仙台市青葉区花壇 8-1
TEL 022- 222-3838
http://www.kadan-atcs.or.jp/

専門学校 花壇自動車大学校

専門学校 花壇自動車大学校

教員

大
お お

屋
や

 智
と も

美
み

さん

ク
ル
マ
に
夢
中
に
な
っ
た
高
校
時
代

自
動
車
整
備
士
の
道
を
志
す

親
の
反
対
を
押
切
り
夢
の
実
現
を
果
た
す

結
婚
・
出
産
を
経
て
母
校
の
教
員
に

エンジン部品の組付けをする生徒を見守る大屋智美さん。「自動車整備
士は、運転者や同乗者の命を守る責任ある仕事」と生徒に伝えている

部品を手に持ち、実習で行う作業の
手順や注意点を丁寧に説明する

進路やプライベートの悩みも話せる相
談相手として女子生徒からも慕われる

「自動車整備業界でも女性ならではの
繊細さが求められています」と話す
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エ
ン
ジ
ニ
ア
の
卵
が
県
内
の
自
動
車
産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

平
成
29
年
度
み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

「
か
ん
な
」
の
技
で
し
の
ぎ
を
削
る

第
33
回
全
国
削
ろ
う
会 

蔵
王
大
会

高
校
生
が
産
業
教
育
の
魅
力
を
伝
え
る

さ
ん
フ
ェ
ア
宮
城
２
０
１
７

小
中
学
生
が
も
の
づ
く
り
を
楽
し
む

第
４
回
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス

社
会
人
・
高
校
生
が
自
作
の
コ
マ
で
ぶ
つ
か
り
合
う

全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦 

し
ば
た
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
場
所

匠
の
技
の
伝
承
と
Ｉ
Ｔ
活
用
の

取
組
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

　

８
月
31
日
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
（
仙
台
市
）
で
、
平
成
29

年
度
み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

﹁
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
﹂
が
開
催

さ
れ
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
北
の
大

学
、
高
専
、
専
門
学
校
な
ど
に

通
う
学
生
に
対
し
、
自
動
車
産

業
に
興
味
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
で
、
今
年
度
は

約
40
人
の
学
生
が
参
加
。
主
に

宮
城
県
内
に
事
業
所
や
工
場
を

置
く
自
動
車
産
業
関
連
企
業
10

社
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
各
企
業

の
担
当
者
か
ら
、
事
業
や
製
品

に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。

　

株
式
会
社
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ

仙
台
開
発
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）

の
関
係
者
は
、﹁
自
動
車
産
業
や

Ｉ
Ｔ
産
業
で
は
、
若
い
技
術
者

を
求
め
て
い
ま
す
。
東
北
で
学
ん

だ
み
な
さ
ん
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を

き
っ
か
け
に
地
元
企
業
に
就
職

し
、
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
﹂
と
話
し
た
。

　

み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
自
動

車
の
設
計
・
開
発
に
係
わ
る
技

術
者
育
成
の
た
め
の
研
修
機
会

を
提
供
し
て
お
り
、
今
年
度
も

同
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
８
月
に

様
々
な
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

９
月
30
日
、
東
北
職
業
能
力

開
発
大
学
校
（
栗
原
市
）
で
﹁
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス
﹂
が
行
わ
れ

た
。
親
子
連
れ
な
ど
２
９
０
人

が
、
地
元
企
業
や
高
校
生
、
同

大
学
校
が
企
画
し
た
20
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
工
作
や
実

験
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
科
学

や
技
術
の
魅
力
に
触
れ
た
。

　

株
式
会
社
東
北
イ
ノ
ア
ッ

ク
（
美
里
町
）
の
ブ
ー
ス
で
は
、

﹁
マ
イ
ま
く
ら
﹂
の
製
作
が
行
わ

れ
た
。

　

参
加
者
は
、
自
動
車
や
住
宅

な
ど
様
々
な
製
品
に
ウ
レ
タ
ン

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
ま
く
ら

づ
く
り
に
挑
戦
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
が
高
い
、
通
気
性
が
良
い
な

ど
、
材
質
と
機
能
が
異
な
る
４

種
類
の
ウ
レ
タ
ン
を
中
に
入
れ
、

自
分
だ
け
の
ま
く
ら
を
完
成
さ

せ
た
。
あ
る
児
童
は
、
ま
く
ら

の
上
に
頭
を
の
せ
て
﹁
フ
カ
フ

カ
し
て
、
と
て
も
気
持
ち
が
い

い
。
こ
れ
か
ら
寝
る
時
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
話
し
た
。 

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
宮
城
県
が

主
催
し
、今
年
で
４
回
目
。
ま
た
、

同
会
場
で
は
、
親
子
も
の
づ
く

り
体
験
教
室
﹁
東
北
ポ
リ
テ
ッ

ク
ビ
ジ
ョ
ン
ｉ
ｎ
栗
原
﹂（
東
北

職
業
能
力
開
発
大
学
校
主
催
）

が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

企
業
や
団
体
、
高
校
生
な
ど

が
自
分
た
ち
で
作
っ
た
コ
マ
で

対
決
す
る
﹁
全
日
本
製
造
業
コ

マ
大
戦
﹂
が
10
月
15
日
、
船
岡

小
学
校
（
柴
田
町
）
で
開
催
さ

れ
た
。

　

直
径
20
ミ
リ
以
下
、
全
長
60

ミ
リ
以
内
で
製
作
し
た
コ
マ
を

﹁
土
俵
﹂
と
呼
ば
れ
る
台
の
上
で

回
し
、
土
俵
の
外
に
出
た
り
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
負

け
と
な
る
。
先
に
２
連
勝
し
た

チ
ー
ム
が
勝
ち
残
る
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
戦
う
。

　

こ
の
日
は
、
企
業
や
高
校
の

21
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
宮
城
県
工

業
高
等
学
校
（
仙
台
市
）
機
械

技
術
部
の
チ
ー
ム
が
、
高
校
生

チ
ー
ム
で
唯
一
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
。

　

回
し
手
を
務
め
た
生
徒
は
、

﹁
コ
マ
の
胴
体
に
比
重
が
重
い
銅

タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
使
い
ま
し
た
。

と
て
も
硬
く
て
削
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
社
会
人
チ
ー
ム

に
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
﹂
語
っ
た
。

　

全
国
の
大
工
や
木
工
職
人
、

ア
マ
チ
ュ
ア
や
学
生
が
集
ま
り
、

﹁
か
ん
な
﹂
を
使
っ
て
う
す
削
り

の
技
を
競
う
﹁
全
国
削
ろ
う
会
﹂

が
、
９
月
30
日
と
10
月
１
日
に

蔵
王
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
蔵
王
町
）
で
行
わ
れ
た
。

　

33
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
は
、
初
め
て
の
東
北
開
催
で
、

予
選
会
に
は
全
国
か
ら
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。
競
技
は
削
り
く

ず
の
長
さ
、
幅
、
薄
さ
、
美
し

さ
な
ど
が
判
定
さ
れ
、
上
位
者

が
決
勝
戦
に
挑
ん
だ
。

　

学
生
の
部
に
参
加
し
た
、
宮

城
県
立
聴
覚
支
援
学
校
（
仙
台

市
）
高
等
部
２
年
の
渡
辺
優
輝

さ
ん
は
、﹁
参
加
者
の
多
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
削
ろ
う
会

の
参
加
が
き
っ
か
け
で
、
建
築

の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、

さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て
い
き
た

い
で
す
﹂
と
話
し
た
。

　

会
場
で
は
、﹁
や
り
か
ん
な
﹂

や
﹁
ま
さ
か
り
﹂
の
実
演
や
大

工
道
具
の
展
示
販
売
会
な
ど
も

行
わ
れ
た
。
来
年
は
、
福
岡
県

久
留
米
市
で
開
催
さ
れ
る
。

　

11
月
12
日
、
県
庁
と
勾
当
台

公
園
（
仙
台
市
）
で
﹁
平
成
29

年
度
み
や
ぎ
産
業
教
育
フ
ェ
ア

（
さ
ん
フ
ェ
ア
宮
城
２
０
１
７
）﹂

が
行
わ
れ
た
。
各
会
場
で
は
農

業
・
工
業
・
商
業
・
水
産
・
家
庭
・

看
護
・
福
祉
の
各
専
門
学
科
と

総
合
学
科
で
産
業
教
育
に
つ
い

て
学
ぶ
高
校
生
と
特
別
支
援
学

校
の
生
徒
が
、
日
頃
の
学
習
成

果
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
う
ち
南
郷
高
等
学
校（
美

里
町
）
産
業
技
術
科
の
生
徒
は
、

栽
培
し
た
花
の
販
売
を
行
っ
た
。

同
校
で
は
、
実
習
で
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
技
術
を
用
い
た
植
物
の

水
耕
栽
培
を
実
施
。
こ
の
日
も
、

酸
素
を
多
く
含
ん
だ
水
で
生
育

を
促
進
さ
せ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
を

販
売
し
た
。

　

担
当
し
た
生
徒
は
、﹁
仲
間
が

大
切
に
育
て
た
花
な
の
で
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
お
客
様
か
ら
〝
き

れ
い
な
花
だ
ね
〟
と
声
を
掛
け

ら
れ
、
購
入
し
て
い
た
だ
け
た

の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
﹂
と
話

し
た
。

　
﹁
技
能
伝
承
と
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

を
実
施
す
る
企
業
の
好
事
例
発

表
及
び
意
見
交
換
会
﹂
が
10
月

31
日
、
ホ
テ
ル
白
萩
（
仙
台
市
）

で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
の
参

加
者
が
、
企
業
に
お
け
る
技
能

伝
承
と
Ｉ
Ｔ
活
用
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
宮
城
県
技
能

振
興
コ
ー
ナ
ー
（
仙
台
市
）
が

主
催
。
好
事
例
発
表
で
は
、
プ

ラ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
仙
台
事
業
所
（
村
田
町
）

の
浅
野
謙
一
郎
所
長
、
東
北
発

電
工
業
株
式
会
社
利
府
製
作
工

場
（
利
府
町
）
の
遠
藤
保
夫
副

工
場
長
、
ア
ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー

株
式
会
社
東
北
工
場
（
加
美
町
）

の
安
彦
浩
輝
専
門
職
が
、
そ
れ

ぞ
れ
﹁
技
能
伝
承
に
必
要
な
人

材
育
成
﹂﹁
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
生

産
性
向
上
﹂﹁
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

実
技
指
導
﹂
を
テ
ー
マ
に
自
社

の
取
組
を
紹
介
し
た
。

　

浅
野
所
長
は
各
工
程
間
で
の

情
報
共
有
や
製
品
の
生
産
管
理

に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
例
を
発

表
。﹁
自
社
開
発
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
作
業

の
合
理
化
や
採
算
管
理
の
見
え

る
化
が
進
み
、
生
産
性
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
﹂
と
話
し
た
。

　

こ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交
換

会
で
は
、
企
業
で
人
材
育
成
に

取
り
組
む
５
人
を
パ
ネ
ラ
ー
に

迎
え
、
技
能
伝
承
と
Ｉ
Ｔ
の
活

用
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
、
安
彦
専

門
職
は
、﹁
熟
練
の
技
能
士
は
、

日
々
繰
り
返
し
再
現
さ
れ
る
生

産
情
報
を
高
い
感
性
に
よ
っ
て

も
の
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

そ
の
高
度
な
技
術
を
人
材
育
成

に
生
か
す
た
め
に
は
生
産
デ
ー

タ
を
上
手
に
活
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
﹂
と
話
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た

株
式
会
社
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
東
日
本
（
仙
台
市
）
の
菊
池

一
彦
事
業
戦
略
統
括
本
部
長
は
、

﹁
生
産
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、

世
界
中
で
進
ん
で
い
る
。 

技
術

者
や
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
に
応
用
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
強
み
を

さ
ら
に
生
か
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
﹂
と
述
べ
た
。

自社の製品について説明する自動車関連企
業の担当者

マイまくら製作の様子。ウレタン製のクッ
ション材を詰めて、まくらを完成させた

真剣な表情で、競技に挑む渡辺さん。1/1000
ミリの薄さを追求する

コマの性能だけではなく、コマを回す方向な
ど、回し手の駆け引きもカギを握る

来場者に、シクラメンについて説明をする
南郷高校の生徒

参加した学生は各ブースで担当者の説明を
熱心に聞いた

ＬＥＤペンダント製作の様子。完成後にＬＥ
Ｄが発光する様子を確認した

伝統的な大工道具「やりかんな」の実演の
様子

会場では、子ども向けのコマづくり体験や対
戦コーナーも設けられた

空気圧で走る機関車の乗車体験コーナーで
注意事項を説明する白石工業高校の生徒

セミナーでは、東京ドロウイング株式会社
の寺岡一郎会長の講演も行われた

ロボット製作体験では、プログラミングも行
われた（親子ものづくり体験教室）

５人のパネラーと参加者で意見を交換した

コメンテーターを務めた
菊池一彦統括本部長

○�

新
規
大
卒
者
等
向
け
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

　
２
０
１
９
年
３
月
に
大
学
院
・

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
・

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
を

卒
業
す
る
予
定
の
方
（
既
卒
３

年
以
内
の
方
を
含
む
）
を
対
象

と
し
た
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
・
卸
売
・
介
護
・
福
祉
・

金
融
・
も
の
づ
く
り
な
ど
、
各
業

界
の
関
係
者
か
ら
、
業
界
の
現

状
や
展
望
、
仕
事
の
や
り
が
い

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
会
場
で
は
、
就
職
活
動
の

悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て
相
談
が

で
き
る
﹁
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
﹂
や
仙
台
・
宮
城
で
働
き
た

い
人
向
け
の
﹁
じ
も
と
就
職
相

談
﹂
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
服
装
は
自
由
で
、
参
加
無
料
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
12
月
27
日
（
水
）

■
第
１
部　

  

講
演
 13

時
～
14
時

■
第
２
部　

  

各
業
界
と
の
交
流
タ

イ
ム（
30
分
×
３
回
）

　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
16
時

場
所
／ 

Ａ
Ｅ
Ｒ　

５
階
・
仙
台

市
中
小
企
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

主
催
／ 

宮
城
県
、
宮
城
労
働
局
、

仙
台
市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
／
０
２
２

-

２
１
４

-

１
０
０
７  

（
仙
台
市
経
済
局
地
域
産
業
支
援
課
）

○�

第
16
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ

ジ
ョ
ン

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
、

付
属
青
森
校
、
付
属
秋
田
校
お

よ
び
県
立
短
期
大
学
校
な
ど
が

参
加
し
て
、﹁
も
の
づ
く
り
教

育
訓
練
﹂
の
成
果
な
ど
の
発
表
、

展
示
、講
演
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／ 

２
月
16
日
（
金
）

２
月
17
日
（
土
）

場
所
／ 

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
し
ま
す
。

問
／
０
２
２
８

-

２
２

-

２
０
８
２

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/

m
iyagi/college/

報
情
催
開
ト
ン
ベ
イ
の
ら
か
れ
こ
加
参
ご
ひ
ぜ

！
い
さ
だ
く
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